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当センターは感染研のコミュニケーション活動
の一環としてサーベイランス情報を中心に感

染症の情報を国民へ還元しています

• その他、ホームページ、マス・メディアを通した
情報提供など

• リスク・コミュニケーションは重要なチャレンジ



感染症サーベイランスにご協力を
いただいている医療機関、保健所、
地方感染症情報センター、地方衛
生研究所等の関係者皆様に心より

感謝申し上げます



厚生労働省．インフルエンザサーベイランスについて
（ https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000002oeqs
-att/2r9852000002oetv.pdf ）より抜粋し加筆



季節性インフルエンザに関する主なサーベイランス

厚生労働省．インフルエンザサーベイランスについて
（ https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000002oeqs
-att/2r9852000002oetv.pdf ）より抜粋し加筆



・ウイルスサーベイランスから
（インフルエンザ病原体サーベイランス）

今冬のインフルエンザについて （2017/18シーズン）（以下URL）をベースに作成
https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/disease/influ/fludoco1718.pdf



インフルエンザウイルス分離・検出報告数
の割合、2013/14～2017/81シーズン

今冬のインフルエンザについて（2017/18シーズン）（以下URL）をベースに作成（次スライドも）
https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/disease/influ/fludoco1718.pdf



週別インフルエンザ
ウイルス分離・検出
報告数、2014/15～
2017/18 シーズン

2017/18シーズンはこちら

複数のインフルエンザが同時に流行：

AH1pdmに始まり
↓

B/山形系統が長く続き
↓

A/H3の割合が増加



B/山形系統の流行は全国的

に早い時期から始まってい
たことが分かる

病原微生物検出情報（IASR）
2018年11月号掲載予定図



https://www.niid.go.jp/niid/ja/flu-antigen-phylogeny.html



2017/18シーズン流行株のワクチン株抗血清との
反応性（2018年2月以降、検体から分離された株）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/flu-antigen-phylogeny.html



HA遺伝子系統樹における解析（抜粋）

• A(H1N1)pdm09：解析した株は全てHA遺伝子系
統樹上のクレード6B.1に属した

• A(H3N2)：解析した株はHA遺伝子系統樹上のク
レード3C.2a、3C.3aの2群に大別され、ほぼ3C.2a
に属した。遺伝子的に多様化が進んでいる

• B (山形系統)：解析株は全て、HA遺伝子系統樹
上のクレード3に属した

• B (ビクトリア系統)：解析した株は全て、HA遺伝
子系統樹上のクレード1Aに属したが2018年2月
以降は2アミノ酸欠損株が増えた

https://www.niid.go.jp/niid/ja/flu-antigen-phylogeny.html



2017/18シーズン分離ウイルスの薬剤耐性株
検出情報（2018年10月19日現在）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/influ-resist.html



・患者発生サーベイランス
・インフルエンザ入院サーベイランス
・学校サーベイランス
・インフルエンザ脳症サーベイランス
・超過死亡



0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

36 38 40 42 44 46 48 50 52 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34

1999/00

2000/01

2001/02

2002/03

2003/04

2004/05

2005/06

2006/07

2007/08

2008/09

2009/10

2010/11

2011/12

2012/13

2013/14

2014/15

2015/16

2016/17

2017/18

（現在の感染症法施行1999年4月以降最高値）

全国インフルエンザ定点あたり報告数
（1999/00～2017/18シーズン）

定点あたり
報告数

疫学週

前回最高値：
2005年第9週
定点あたり50.07

• 2017/18シーズンは

– 2018年第5週に
定点当たり54.32
でピーク

– シーズンは2017
年第47週から
2018年第17週ま
での間（23週間）



保健所ごとに見たインフルエンザ症例の地理
的分布（インフルエンザ流行レベルマップより）

47都道府県における保健所数558： 警報及び注意報レベルの
情報は保健所をベースとした都道府県の状況を示している

2017/18シーズンの
全国的な流行の入り
2017年第47週

2018年第2週の状況
（2018年1月8～14日）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/flu-m/flutoppage/813-idsc/map/6101-flu-map.html

2018年第15週の状況
（2018年4月9～15日）

2018年第10週の状況
（2018年3月～14日）
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過去3シーズンのインフルエンザ推計受診者数週別推移
（単位：万人）－2017/18シーズンは第17週まで

（万人）

2017/18シーズンは250万人（週）超えで
ピークを形成

通常、200万人（週）超えでほぼピークが多い

従来の方法による累積の2017/18シーズンの推計受診患者数は約2,249万人（過去最多）
*定点の医療機関規模を考慮した推計では×0.65倍程度の可能性が高い（1,462万人）



各シーズン第13週までのインフルエンザ累積
推計受診者数および年齢群割合

（2015/16シーズン～2017/18シーズン）

15歳未満 48％ 同 39％ 同 42％
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週別・年齢群別インフルエンザ入院サーベイランス
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2011/12シーズン以降の1週間あたり
の報告数としては最多（計2,383
例）。



2017/2018 シーズンまでの3 シーズンにおける休業施
設数の推移（施設の種類別）

インフルエンザ様疾患発生報告（学校サーベイランス）
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今冬のインフルエンザについて（2017/18シーズン）（以下URL）をベースに作成
https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/disease/influ/fludoco1718.pdf



2015/16～2017/18シーズンのインフルエンザ脳症報

告数およびインフルエンザ定点あたり報告数週別推移
（2015年第36週～2018年第18週）

今冬のインフルエンザについて（2017/18シーズン）（以下URL）をベースに作成
https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/disease/influ/fludoco1718.pdf



インフルエンザ脳症発生報告ウイルス型別割
合グラフ(2015/16～2017/18シーズン)

*：2017/18シーズンは暫定値
図中は報告数

今冬のインフルエンザについて（2017/18シーズン）（以下URL）をベースに作成
https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/disease/influ/fludoco1718.pdf



https://www.niid.go.jp/niid/ja/component/content/article/590-infectious-diseases/disease-based/a/flu/idsc/131-flu-jinsoku.htmlhttps://www.niid.go.jp/niid/ja/component/content/article/590-infectious-diseases/disease-based/a/flu/idsc/131-flu-jinsoku.html



2017/18シーズンは複数の都市で超過死亡が
確認された（2018年6月1日現在）

迅速性に重きを置いた
システムだが、やや遅れ
ての報告数増加等にも
注意が必要

https://www.niid.go.jp/niid/ja/flu-m/2112-idsc/jinsoku/1847-flu-jinsoku-2.html



この3シーズンの国内季節性インフルエンザ
の動向をざっくり比べると

• 2017/18シーズン：同時流行（B/山形系統多い）

– 患者数非常に多く、高齢者の入院多い、超過死亡

• 2016/17シーズン：A/H3多い

– 患者数例年並み、高齢者の入院多い

• 2015/16シーズン：A/H1pdm多い

– 患者数例年並み、若年者の患者・入院多い、脳症多い



2017/18シーズン（北半球）は世界的にB型流行

WER. No 34, 2018, 93, 429–444 

http://www.who.int/wer

WPRO地域

WPRO. 9 May 2018

http://iris.wpro.who.int/bitstream/handle/
10665.1/14175/Influenza-20180509.pdf

http://www.who.int/wer
http://iris.wpro.who.int/bitstream/handle/10665.1/14175/Influenza-20180509.pdf


【米国】外来受診者におけるインフルエンザ様疾（ILI）
患者の割合

2017/18シーズンは2009年パンデミック時と同等

MMWR. June 8, 2018 / 67(22);634–642
https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/67/wr/mm6722a4.htm?s_cid=mm6722a4_w



【上】米国のインフルエンザ検査確定例における累積入院患者数（10万人当たり）
【下】米国のインフルエンザの年齢群別重症度分類（2003/04-2017/18シーズン）

MMWR. June 8, 2018 / 67(22);634–642
https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/67/wr/mm6722a4.htm?s_cid=mm6722a4_w

2017/18シーズン
はこちら



米国におけるVaccine Effectivenessの推定
（2017/18シーズン）

65歳以上においてはA(H3N2), A(H1N1), Bいずれ
も10-30％程度と低く統計学的にも有意でない

ACIP on June 20, 2018. https://www.cdc.gov/vaccines/acip/meetings/downloads/slides-2018-06/flu-02-Flannery-508.pdf

https://www.cdc.gov/vaccines/acip/meetings/downloads/slides-2018-06/flu-02-Flannery-508.pdf
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わが国における2018/19シーズンの足音：
〔2018年第41週（10月8～14日*）現在〕* 10月8日は公休日

疫学週全国的な流行の入りの指標は定点当たり1超え



【上図】2018/19シーズンの週別インフルエンザウイルス
分離・検出報告数（上下いずれも2018年10月22日現在）

• 各都道府県市の地方衛生研究所等からの分離／検出報告を図に示した

【下図】2018/19シーズンの都道府県別インフルエンザウイルス分離・検出報告状況

国立感染症研究所病原微生物検出情報．https://www.niid.go.jp/niid/ja/iasr-inf.html

https://www.niid.go.jp/niid/ja/iasr-inf.html


まとめ
• 2017/18シーズンは、インフルエンザ定点当たり報告数54.33
（2018年第5週）や累積推計受診者数、重症指標の一つである
入院サーベイランスの1週間当たり報告数2,383例など、感染症
法施行（1999年4月）以降の最高値が多く観察された

• 2017/18シーズンは、国内ではB型（山形系統が主）、AH3亜型、
AH1pdm亜型の複数のインフルエンザウイルスが、時期により
割合は異なるものの同時に流行し、大きな流行の要因になった

• 世界的にもB型の流行が観察され、米国などAH3亜型の流行も
大きく重症度が高い地域があった

• 国内において2018/19シーズンの流行の主体は不明だが、2018
年第41週時点でAH1pdm亜型が比較的多く検出されている


